（様式２－１）
栃木県農業大賞
農業経営の部　参加調書（個別経営）
	作目・部門
(販売比率)
	１位
	２位
	３位
	   eq \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏　名)                 年齢    歳
   eq \o\ad(\s\up 9(ふりがな),配偶者名)　　　　　　　　　　　

	
	
	
	
	


  (注:販売額上位３つについて記入)　　　　　　　（注:夫婦連名表彰を希望の場合記入）
Ⅰ　経営
　１　地域の概要（地域の位置づけと環境等の特徴、気象、土壌、水利、その他）
　２　家族・雇用の状況（本人含む）
	eq \o\ad(氏　名,　　　　　　)
	続柄
	年齢
	※1 労働能力
	eq \o\ad(※2　従事日数,　　　　　　)
	eq \o\ad(役割,　　　　　　)
	  　　　　　

	
	
	
	
	
	
	

	eq \o\ad(雇用,　　　　　　)
	eq \o\ad(人数,　　　　　　　)
	※2平均従事日数
	eq \o\ad(※2　延べ日数,　　　　　)
	eq \o\ad(作業内容,　　　　　　)
	

	eq \o\ad(常　雇,　　　　　　)
	
	
	
	
	

	eq \o\ad(臨時雇,　　　　　　)
	
	
	
	
	

	eq \o\ad(ヘルパー,　　　　　　)
	
	
	
	
	


  ※1 経営主の労働能力を１として、農業従事者の能力を記入する。（例.　母 0.5　等)
  ※2 従事日数は、一日８時間で換算して記入する。
　３　経営管理等の状況
　青色申告の実施   （ 有 ・ 無 ）
　簿記の記帳 （ 単式 ・ 複式 ・ パソコン ）
　経営分析の実施   （ 有 ・ 無 ）
　税理士等の活用   （ 有 ・ 無 ）
　経理専任者の配置 （ 有 ・ 無 ）
　　農業経営改善計画認定 （ 有 ・ 無 ） 認定年月日　　　年　　月　　日
　　家族経営協定締結     （ 有 ・ 無 ） 認定年月日　　　年　　月　　日
※ 農業経営改善計画の再認定や協定見直し後など、直近の年月日を記入する。
　４　耕地面積                                          （単位：a）
	
	田
	畑
	樹園地
	その他
	耕地計
	採草地･放牧地

	自 作 地
	
	
	
	
	
	

	借　  地
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	


	受託面積※
	
	
	
	
	
	


　※ 受託面積は実面積とする。育苗について面積換算する場合、苗20箱を10aとする。
　５　主な農業用施設及び機械
　（１）施設
	施設名・構造
	数　量
	大きさ（㎡）
	建築年

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　（２）機械
	機械名
	数　量
	能　力（PS、条　等）
	導入年

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　６　経営理念及び経営の特徴
　７　経営の発展経過（経営主の就農、参加作目の導入経緯、経営の規模拡大、研修等へ　　の参加、後継者確保育成、法人化等）
　８　主要作目の規模及び生産量、労働時間、経営費、販売額、所得等
	作目名（品種）
	
	
	 作業受託※1
	 合      計

	eq \o\ad(規模（主な作型）,　　　　　　　　 )
	
	
	
	

	生※2
産
量
	全　　　量
	
	
	
	

	
	単位規模当たり※3
	
	
	
	

	年間労働時間（延べ）
	
	
	
	

	農
業
粗
収
益
	販 売 金 額
	
	
	
	

	
	廃用牛･子牛販売金額等
	
	
	
	

	
	交 付 金 等※4
	
	
	
	

	
	合　　　計
	
	
	
	

	eq \o\ad(平均単価,　　　　　　) ※5
	
	
	
	

	　
農
業
経
営
費

	　 租税公課
　種苗費
　素畜費
　肥料費
　飼料費
　農具費
　農薬衛生費
　諸材料費
　修繕費　
　動力光熱費
　作業用衣料費
　農業共済掛金　
  減価償却費
　荷造運賃手数料
　雇人費
　利子割引料
　地代・賃借料
　土地改良費
　企画管理費
　事務通信費
　雑費
合   計
	　　

	
	
	

	eq \o\ad(所得,　　　　　　)
	
	
	
	

	単位規模当りの所得
	
	
	
	

	eq \o\ad(所得率,　　　　　　)
	
	
	
	

	（前年度所得）
	
	
	
	

	（前々年度所得）
	
	
	
	


   ※　 収入の項目や農業経営費の費目は、経営実態に即し、適宜加除して記入する
　 ※1　土地利用型等で作業受託がある場合に記入する
　 ※2　畜産の場合は、販売量を記入する
　 ※3　繁殖・肥育は記入不要
   ※4  産地づくり交付金、品目横断的経営安定対策、水田経営所得安定対策等に係る支払金、共済金等を記入
   ※5  平均単価＝販売金額÷生産量（全量）
９　労働環境の改善（休日制の導入、ヘルパー等の活用、福利厚生の充実　等）
Ⅱ　生産技術
　１　生産性向上
   （１）基礎的技術の改善
   （２）先進技術、新品種等の導入
Ⅲ　販売
１　販売の工夫（６次産業化、ブランド化、販路拡大　等）
Ⅳ　環境負荷低減等
　１　環境負荷低減及び安全・安心への取組
   （１）環境負荷低減への取組
　 （２）安全・安心への取組
Ⅴ　その他
　１　地域農業への貢献（新規就農者の育成、地域貢献活動、波及効果　等）
　２  将来へ向けた取組及び計画
Ⅵ　補足資料
　　（※　特徴的な取組がわかる写真や掲載記事など。なお、返送を必要とする貴重な資　　　　料は含めない）
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